
第５章 微分と積分 ３・積分

６ ２ 定積分（その２）

（１／１０）■ 定積分の性質(2) ■

定積分の性質(2)

★知識の整理★

【１】定積分の性質(2)

⑤ ｆ(χ)ｄχ＝－ ｆ(χ)ｄχ Ï上端と下端を入れかえると－がつく

(例) (χ２－４χ＋１)ｄχ＝－ (χ２－４χ＋１)ｄχ

⑥ ｆ(χ)ｄχ＋ ｆ(χ)ｄχ＝ ｆ(χ)ｄχ Ï和の形のときにのみ使える

(例) (χ２－２χ＋３)ｄχ＋ (χ２－２χ＋３)ｄχ

＝ (χ２－２χ＋３)ｄχ Ï２本の線をくっつけて１本にするイメージ

⑦ － の公式： (χ－α)(χ－β)ｄχ＝－ (β－α)３

(例) (χ＋２)(χ－４)ｄχ＝－ {４－(－２)}３

【注】この公式は，χ２の係数が１の２次式にのみ使える。

だから，この公式はχ２の係数を１にしてから使う。たとえば…

(例) (－２χ２＋４χ＋１６)ｄχ＝－２ (χ２－２χ－８)ｄχ

＝－２[－ {４－(－２)}３]

Óχ２－２χ－８＝０

(χ＋２)(χ－４)＝０

χ＝－２，４

⑧ 偶関数，奇関数の公式

・ｆ(χ)が偶関数のとき ｆ(χ)ｄχ＝２ ｆ(χ)ｄχ

(例) χ２ｄχ＝２ χ２ｄχ， ｄχ＝２ ｄχ Ï１はχ０
と見る

(例) －７ χ２ｄχ＝－７・２ χ２ｄχ

・ｆ(χ)が奇関数のとき ｆ(χ)ｄχ＝０ Ïｆ(χ)に関係なく０

(例) ６ χ３ｄχ＝０， － χｄχ＝０
（次のページへつづく）Æ
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■ ブラウザのバック矢印で前の文書に戻って下さい。



□□【積分 №６（１／１０）】－〈２枚目／２枚〉

Æ（前のページからのつづき）

(例) 偶関数と奇関数が混ざっている場合は，性質②，③，④を使って，偶関数の

部分と奇関数の部分に分け，別々に計算する。

(６χ３－７χ２－χ＋２)ｄχ

＝６ χ３ｄχ－７ χ２ｄχ－ χｄχ＋２ ｄχ

＝０ －７・２ χ２ｄχ－０ ＋２・２ ｄχ

以上をまとめると，次のようになる。

Ô 定積分の性質(2) Ô

⑤ ｆ(χ)ｄχ＝－ ｆ(χ)ｄχ

⑥ ｆ(χ)ｄχ＋ ｆ(χ)ｄχ＝ ｆ(χ)ｄχ Ï和の形のときにのみ使える

⑦ － の公式： (χ－α)(χ－β)ｄχ＝－ (β－α)３

Ïχ
２
の係数が１の２次式のときにのみ使える。

⑧ 偶関数，奇関数の公式

・ｆ(χ)が偶関数のとき ｆ(χ)ｄχ＝２ ｆ(χ)ｄχ

・ｆ(χ)が奇関数のとき ｆ(χ)ｄχ＝０

【注】⑦ － の公式が使えるかどうかの調べ方

(χ２＋ａχ＋ｂ)ｄχのとき，

χにαとβを代入して，それぞれｆ(χ)＝０となればよい。

(例) (χ２－２χ－８)ｄχで，⑦の公式は使えるか？

χ２の係数が１で２次式，かつ

ｆ(χ)＝χ２－２χ－８とおくと，

ｆ(－２)＝(－２)２－２・(－２)－８＝４＋４－８＝０

ｆ(４)＝(４)２－２・(４)－８＝１６－８－８＝０

だから，⑦の公式は使える。
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■ ブラウザのバック矢印で前の文書に戻って下さい。




